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受講のてびき
• 本資料は作成者の解釈が含まれます, 答えのない議論があります 

• 前半で1テーマの紹介, 後半でテーマを深める議論を行います 

• 前期と後期がリンクしています. 予習復習の参考にしてください
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前期 A03 
◯◯のメディア論

後期 A17 
◯◯のメディア実装論



本日のテーマ

‣ 自分と他者の思考の行き交い, そして相乗効果

3



前期概要

‣ 個人の思考は大切だが, 一方, 他者間の疎通の難しさが生まれた 

‣ 主観と客観の分離  

‣ 個・社会・世界の分離 

‣ ものごとを思考を伝えうる状態に変える → メディア化 

‣ メディア化したものごとで個を社会へとつなぐ

4



主観A 主観B

客観B

メディア

(再掲) 主観と客観
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‣ 個の強化と主客の分離 
‣ 主観 - 個人のものの見方・個人の思考領域 
‣ 客観 - 主観以外の領域

客観A



(再掲) 個・社会・世界
‣ 個・社会・世界の分離 
‣ 個のアウトプットをメディア化して社会につなぐには？

6

主観A

主観B

主観C

主観D

主観E

社会A 社会B
世界?



メッセージングによる交流形成
‣ 主観A-主観Bの2者間で, 出力(ノートやトーク)を見せ合いつながる 
‣ 両者の思考に, お互いの出力を通して得た解釈が加わる
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Aの思いの一部

Aの出力

Bの出力を入力
Aの思い 
Bへの解釈 Bの思いの一部

Aの思考
Bの思い 
Aへの解釈

Bの思考

出力する 出力する

A B

Bの出力 Aの出力を入力



伝達1  わかりづらい表現
‣ Aが, Bに理解しづらい出力をしている 

‣ Bに伝わりやすい出力を工夫する (伝え直す, 方法を変えるなど)

8

伝わりにくい 
Aの思いの一部

Aの出力

Aの思い

Aの思考

Bの思い

Bの思考

出力する

A B

Aの出力が入らない

Aの出力 ?

ごめんよ…



伝達2  頭にはいらない
‣ Aの出力はBに理解できるが,  BがAへの解釈をしない 

‣ BはAの出力を頭に入れる(Aの話を聞く・ノートを読む)
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Aの思いの一部

Aの出力

Aの思い

Aの思考

Bの思い

Bの思考

出力する

A BAの出力

?! Aの出力を入力

ところでさ…



伝達3  解釈のズレが大きい
‣ Aへの解釈が, Aの思いとおおきくズレる (※必ずズレるのは大前提) 

‣ 大きなズレでも容れる & ズレを減らすため繰り返し伝えあう
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Aの思いの一部

Aの出力

Aの思い

Aの思考
Bの思い 
Aへの解釈

Bの思考

出力する

A BAの出力

けっこう違うかも…
Aの出力を入力

こういうこと?



伝達4  ラリー
‣ メッセージングにはいくつもの阻害ポイントがある 

‣ 互いの解釈を含めた入出力のラリーをするのが肝要
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Bへの解釈含む 
Aの思いの一部

Aの出力

Bの出力を入力
Aの思い 
Bへの解釈

Aへの解釈含む 
Bの思いの一部

Aの思考
Bの思い 
Aへの解釈

Bの思考

出力する 出力する

A B

Bの出力 Aの出力を入力



伝達5  相互解釈の更新・メディア化
‣ ラリーで相互の解釈と思いも更新, 伝わりやすさが増す → メディア化促進 

‣ 相互解釈を通すと, 自分の思考も磨かれる, 理解も進む
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Bへの解釈+含む 
Aの思い+の一部

Aの出力

Bの出力を入力
Aの思い+ 
Bへの解釈+

Aへの解釈+含む 
Bの思い+の一部

Aの思考
Bの思い+ 
Aへの解釈+

Bの思考

出力する 出力する

A B

Bの出力 Aの出力を入力



自他が知る自分を共有する
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誰もが知る自分 
自 既知 
他 既知

自分だけが知る自分 
自 既知 
他 未知

自覚のない自分 
自 未知 
他 既知

誰も知らない自分 
自 未知 
他 未知

‣ 他者視点を得られることで, 自分の見通しも全体的によくなる



まとめ
‣ 個人の思考が発展するとともに主客分離が進んだ 

‣ 個人間の交流の重要性は増し, メディア化の要求が高まった 

‣ メッセージング 

‣ 主観同士をつなぐためのお互いの出力と入力の工夫 

‣ 相手への伝わりやすさを工夫する & 相手の話を聞く 

‣ つながりがなめらかに → メディア化の促進  

‣ 他者が持つ自分のことも知ることができ, 見通しがよくなる
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本日の議論・考察一助

a. メッセージングを形成するに, まず困難なところはどこだろうか 

b. 出力と解釈は必ずズレる. ズレを容認するためのポイントは何か 

c. 具体的にどのようなメッセージングを行うかの議論
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次回予定

メディア実装3 
「コミュニティ」伝達と交流を促進させる 
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